　2012.4藤咲整形外科医院だより
　かすかだった春の息吹が、力を増して、風に乗って、花粉とともにやってきました。例年よりも、目や鼻の局所症状が厳しい印象があります。点眼剤、点鼻薬を駆使して、乗り切りましょう。3月が旅立ちなら、4月は始まりの月です。
　新生活を始めた方々も多いことでしょう。どこかに故郷の香りを載せて、と始まる、名曲、「ああ上野駅」には、回想の形で、あの日ここから始まった、と、1番の歌詞が結ばれます。

　くじけちゃならない、と意気込んで始めた新生活も、いいことばかりではありません。気持ちを奮い立たせ、かつ、慰めるためでしょう。2番の歌詞は、(用事で乗っていた自転車を)とめて聞いてる国なまり、と続きます。

　力むばかりでは長続きしないこともあります。温かい家族の応援は、当人の力となって、背中を支えます。その上でなお、歌の主人公は、人生に相渉ります。3番は、胸にゃでっかい夢がある、と、締めくくられます。
　病の治療と、似ているように感じます。治療の開始には、葛藤と不安。その最中には、楽なことばかりではなく、期待する結果にならないことも、頑張るばかりでは、続かないこともあるはずです。1人ではできないことも、誰かの応援や気持ちの支えがあれば、できないと感じたことが、できる様になることもあるでしょう。必要な薬は、治療は、病と歩む方には、必要な伴侶です。

　始まりは上野駅の他にも、いたるところに見られます。新しい暮らしの方、新しい生活の方、よい始まりと、よい経過と、よいゴールが、皆様にもたらされますよう、応援いたします。
　皆様お体大切に。
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